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In this paper  A purpose of this study is to clarify city structure of Yonago by considering the space 
use of the waterside in the times of the Yonago golden age for being restored to the original state. With 
the characteristic of Yonago, I point out that there is it for the transformation that space made the space 
structure of the house in the town in the waterside and the meaning that water succeeded to from the 
castle town formation past. 
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１．	 研究の目的と方法 
	 江戸時代、城下町として米子城を中心に「山陰の大阪」
と称されるほどの発展をとげた鳥取県米子。本論では、
江戸時代以前の米子の姿から城下町形成に至る都市計画
の意図を検討し、水運を利用することによって最盛期を
迎えた時代の空間構造を現在残る町家を実測調査するこ
とによって復元的に考察を行い、米子の固有性を明らか
にすることを目的とする。 
	 城下町形成以前の姿を江戸時代に残された古地図を用
いて考察し、場所性を理解した上で城下町の都市計画に
おいて主要と考えられた要素を抽出する。その要素が最
大限に生かされる時代において、米子に住む人々がどの
ような生活をおくっていたか、都市における最小空間の
構造を読み解き水辺を含んだ生活の様子を描き出すこと
によって米子の固有性を導くことができる方法であると
考える。 
	 なお、本研究の対象地となる米子は、米子城の空間的
復元や敷地利用の変遷における研究はあるものの、都市
の空間構造に至るまでの研究が行われていない。米子は
明治時代に建てられたと推測される町家が多く残る貴重
な歴史的都市である。本研究の実測調査によって現在の
米子における歴史的都市としての評価の指標になる。 
 
２．	 城下町形成以前の米子の姿 
	 かつて米子には 2つのまちが存在しており、それぞれ
港を利用してまちを営んでいた。	 
ひとつは城下町として軍事機能的役割を港が担い、もう
ひとつは漁業を行う等、生活をする上で切り離せないも
のとして港を利用していた。	 
	 吉川広家(1561~1625)はこの 2 つの中心にある湊山に
城を設けることによって江戸時代以前に存在していた城
下町以上の範囲にするべく都市計画を行う。2つの町を繋
げるために用いたのは、両者の港を繋ぐ水路であった。
港だけでなく河川の旧加茂川も結びつけ、水脈を張り巡
らせる都市計画のため、人工的な水路である外堀と内堀
の掘削を進める。さらに、水路によって繋がれた 2つの
まちの間に周辺の城の町人を引き込むことで西伯耆国の
中心となる。外堀は武士と町人の階級差による可視化さ
れた境界だけでなく都市として成立させるための重要な
要素であったのだ。	 
 
図 1	 水脈によって形成される米子の城下町	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 つまり米子は 2つの港それぞれ中心にして活動をして
いたまちを水路と他城下町の町人によって繋げ城下町と
してまとまりのある大きい都市として成立した水の都市
であるといえる。	 
	 
３．	 水都・米子の最盛期	 
	 港の要素を水路である外堀によって水脈を張り巡らせ
ることによって城下町として形成されていった米子の江
戸時代は、流動的な政治体制によって水辺に住む一部有
力町人のみが水運の環境を生かして恩恵を受ける傾向が
みられ、水運の一般化は見られなかった。	 
	 明治時代になり、自分手政治を行っていた荒尾氏の支
配からの解放、そして有力町人たちの水運活動の促進に
よる自由度が高まったことで、多くの町人たちが水運を
利用し、米子港を中心に水辺が賑わうようになる。	 
	 水都として都市計画された米子は明治時代においてそ
の潜在的要素である水運を最大限に生かすことで山陰地
方最大の商業都市としての確固たる地位を築く。	 
	 明治35年の山陰本線鉄道の一部開通から全線が開通す
るまでの約 10 年間、一時期の減少が見られるものの、急
激的な輸出入量の増加が見られる。水運という物流基盤
にさらに陸路を利用することによって相乗効果を生み米
子は最盛期を迎える。一方、同時期の境港では大幅な減
少が見られるものの米子は上昇傾向となっている。この
違いは、水運によって山陰地方最大の商業都市としての
確固たる地位を築きあげ、消費都市として都市が変換し
たことによる前兆であるといえる。その後、米子は水運
機能が低下しても活発な消費活動が続く。米子の水運が
消費都市として礎を築き上げたといえる。	 
	 
	 
表 1	 米子港・境港輸出入量グラフ	 
	 
	 明治時代の町任地における変化であるが、明治時代の
米子の町家の様子は江戸時代の課税制度によって間口の
幅によって課税されていたため、間口が狭く奥行きの長
い敷地に町家を設けていた。短冊状の敷地は採光が取り
づらい等の環境的に不利な面が多いものの、この敷地割
は明治時代になっても継承されていくこととなる。水辺
に面する敷地をより多くの町人に提供するためであると
考えられる。先に述べたように、水運の最盛期を迎えた
明治時代において、水辺に面する空間は舟運の玄関口と
して、オモテの意識を持った空間であった。	 
	 
４．	 米子の町家空間構造	 
	 これまで読み解いてきた米子の都市変遷を考慮した上
で以下 3つの条件をふまえて実測する町家を選定した。	 
	 
①	 旧加茂川（外堀）に面した町家であること	 
②	 蔵や格子（旅館）等、水辺を利用して商売を営んだ
と予想できる建物の外観が残っていること	 
③	 ひとつの町に依存せず、多くの町の町家を調査する
こと	 
 
	 合計で 10軒の町家を実測調査し、各町家の構成は灘町
2 軒、立町 3 軒、岩倉町 3 軒、西倉吉町１軒、日野町 1
軒となった。 
 
図 2	 実測調査地の分布図	 	 
	 
	 米子は間口が狭く、奥行が長い敷地によって空間構造
が 3つに分けることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
図 3	 米子の町家空間構造 
 
 
	 母家は一列三室構成を基本とし、玄関を入ってすぐの
空間であるミセの間で商いを行い商業空間として利用し
はなれ	 中庭	 母家	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ていた。その奥にはナカの間があり、町家に住む町人の
私的空間であったオクの間の中間に位置する空間で、商
業空間と私的空間の境界を曖昧にすることで間口が狭く
奥行の長い町家の欠点を解消していた。また、小屋組の
構法には登り梁が用いられ、高さの確保に努め解消する
など、母家は敷地条件による欠点を解消しようと試みる
空間構造や形態が町家の特徴となっている。そして明治
時代において街道沿いは非常に均質的な外観によって形
成されていた。	 
	 その一方で、水辺に接しているはなれにおいて各家に
様々な動線や空間の利用を考察することができた。水運
を利用した各家の職業によって水辺との距離感が異なる
こと、そして町における地域性が水辺の空間に密接に関
係して差異が生じるため、水辺の空間は非常に多彩的で
豊かな空間形成に至った。主に蔵、庭、旅館、隠居室、
奥座敷、石垣に分類することができた。水辺に面するは
なれの空間を分析することによって水運の最盛期であっ
た米子に暮らす町人たちの生活の様子を読み解くことが
できる。	 
	 
５．	 水辺の変容から見る場所性の継承	 
	 今回の実測調査で米子港に最も近い灘町にある津田邸
は、米子の町家の典型であるといえる。狭い敷地のなか
で、いかに曖昧な空間をつくり出して私的空間を確保す
るか、そして隠居室を設け、水とともに暮らす楽しみを
見出し生活する様子がうかがえる。商業的価値としての
意識が強かった水辺において、景観的価値を見出した。
舟運の衰退によって、蔵の躯体を残し内部空間を変え居
住空間へと変容させる過程は水辺に景観的価値を見出し
た意識が影響している。かつて港町として水辺とともに
共有し続ける意識がこの変容を生んだのだ。 
	 また、水辺を眺めて楽しむという景観的価値を商売に
して水辺の空間を生かしたのが竹の屋旅館であるといえ
る。その一方で、旅館であるが西倉吉町に位置するまつ
やのように、竹の屋旅館とは異なり水辺に価値を見出さ
ずウラの空間として奥座敷のようにより私的空間を水辺
沿いに利用する町家も存在していた。かつて河川として
存在していた旧加茂川の地域であった西倉吉から糀町に
かけて水辺の空間はウラとしての意識が強かった。しか
し、舟運の衰退によって長い敷地の欠点を解消すべく水
辺上に小橋をかけ水辺を私的空間へと変容させる。 
	 最後に、城下町形成にあたり引かれた水路である外堀
に面していた地域である日野町のなかの天野邸であるが、
棟札から明治 40年に建てられたことが分かっている。町
家の構成はこれまでと異なり、商業空間と私的空間両方
を兼ねる曖昧な空間を排除し、完全に分離させるような
空間構成となっていた。水辺から距離をとり、敷地の内
側へと私的空間を増やしていくようになる傾向は人工的
につくられた水路であるため、水との関係性が薄く 
昭和 50 年代後半に埋め立てられ視覚的にもより一層水
との関わりが薄れていく。 
	 しかし、日野町にある天野邸が水運を利用して明治時
代末期に私的空間を多く取り込んだ空間構成による町家
をつくるということは、明治時代末期において米子の町
並の変容を示しているといえるのではないだろうか。そ
して天野邸の空間構成が意味するものというのは、米子
が城下町として形成される際、計画された場所性を利用
し、意図的に水運を引き水都として発展するよう見込ん
だ都市計画の達成といえるのではないだろうか。 
米子における町家の変容は、米子港から旧加茂川に沿っ
て遡上していくことでひとつの通事性をもった流れをも
つといえ、その変容は港や河川、そして水路という水が
与えた場所性の継承を表現している。 
	 
６．	 結論	 
	 まずはじめに米子の場所性について述べてきた。	 
城下町形成以前、米子には 2 つのまちが存在していた。
いずれも港を所有しており、それぞれの港は軍事的要素
と港町による漁業的要素を兼ね意味の異なる港であった。
城下町の都市計画はこの 2 つの港に注目して人工的な水
路である外堀を引くことによって水運によって地域の拡
大を見込んだ水都としての潜在性に価値を見出した都市
計画を行う。	 
	 江戸時代、幾度もの政治体制の変化によって水辺に住
む町人たちは水運を行う上で規制がかけられ一部有力町
人にのみ水運の恩恵が受けられない状態が続いていた可
能性が高く、水都としての成長はあるものの水運機能と
しては最大限に発揮できるような状態ではなかったとい
えるだろう。	 
	 しかし明治時代に入り、米子を統治していた荒尾氏の
崩壊によって町人たちは水運を活発に利用して舟運の最
盛期を迎える。舟運によって周辺地域における商業都市
としての地位を築きあげた米子は、明治時代末期に主要
物流が陸路に変換されるものの消費都市として繁栄を続
けることができたのだ。	 
	 米子という都市は城下町や商業都市としての印象が強
いが、ここまでの変遷をみていくと、水都として米子の
場所性を都市要素にうまく取り込み機能させていくこと
による結果が大きい。したがって米子の固有性とは水都
としての都市構造を解き明かすことで見出せるといえる。	 
	 都市においてミクロスケールである町人の生活空間、
つまり町家の空間構造を分析すると街道沿いの母家には
均一的な空間構造であり、消費都市としての玄関口の姿
が並ぶ。	 
しかし水辺に面している離れの空間には、町家に住む
人々の職業や血縁関係が密接に空間と結びつき、そこか
ら導かれる最適な水辺との距離が空間を形成されている。
この現象が水辺に面するはなれの空間を多様的にしてい
るということが実測調査によって判明した。つまり、こ
の水辺空間の多様性こそが米子の固有性のひとつである
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といえるだろう。	 
	 しかし、明治時代に短命ながらも最盛期を迎えて以降
水運による舟運機能は低下し、水辺における空間はその
意味を変化せざるをえない状況になってしまう。これま
で、短冊状の敷地は商業空間が占める割合が多く純粋な
私的空間が少なかった。大正時代以降、米子においても
積極的に私的空間の獲得に乗り出す変容が生じてくる。
しかし、その変容は水辺に対する捉え方の違いによって
異なっていた。	 
	 米子港に近い地域においては、米子の典型的な町家の
空間構造の根源であり、舟運機能が低下するより前に水
辺を商業による玄関口であるオモテという意識以外にも
水辺を景観として楽しむ余裕を持つ町家が多かった。港
周辺に住むということは商業の成功や古くから財を築い
ている家が多く精神的にも余裕があるために見出せるこ
とのできた価値である。現在、他地域よりも古い町家が
多く残っているのはこの眺める価値があることによる。
そのため、蔵を取り壊さず躯体だけを残して居住空間に
するような変容が生じたり、空き家を抱き合わせて私的
空間を増やす現象が発生する。城下町以前から港町であ
った記憶を継承することにより商業的発展が空間として
最も現れ、そして水辺と時代の移り変わりを共有してい
たといえる。	 
	 
	 次に外堀によって繋がれる前は河川であった旧加茂川
に面する地域では、先の港周辺とは異なり、舟運が栄え
た明治時代でも水辺はウラの空間であったと考えられる。
しかし、水辺は生活のなかにおいて身近な存在であり、
現在も多く残されている地蔵の数から自然における畏怖
と信仰性を読み取ることができる。	 
舟運機能が低下してから生活用水として用いられてきた
ウラの空間は、間口が狭く奥行の長い敷地を利用する上
での解決策として各々の家に小橋を設ける変容をとげる。
積極的に水辺を私的空間へと取り込むことによってこの
地域は水辺をウラからオモテへと姿を変えた。	 
	 最後に人工的につくられた水路である外堀に面してい
る地域である。港から距離が離れているために思うよう
に舟運による恩恵をうけられなかったことが予想される。
その分間口を広げることによって商業空間と私的空間が
曖昧になる空間を排除し、2つの空間を明確に分ける空間
構造へと変化させていく。さらに、水辺との関係から遠
ざかるような生活空間の形成がなされ、私的空間を母家
側に多く求めていくこととなる。昭和 50 年代にすべての
外堀が埋められてしまったことによる視覚的影響もある
のではないだろうか。	 
しかし、日野町等地域に現在も土蔵や船着き場等の舟運
の遺構をみることができるのは、米子城下町の都市計画
が明治時代に達成されたといえる根拠になるであろう。	 
	 
	 米子は水による場所性を生かして計画された都市であ
る。人々が水運を生かした生活を営むことで水辺に多様
的な空間が形成される。舟運機能の低下によって起きた
水辺の変容では、地域によって異なる水との関係性、つ
まりは水の記憶による継承が空間に現れたものである。	 
	 米子の固有性とは、水辺における町家の空間構造、
そして城下町形成以前から水が継承してきた意味を空間
化した変容にあることを指摘し、本論の結びとする。	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